
マリンレジャー事故防止のための急潮流観測について 

 

 

 珊瑚礁に形作られた青く美しい沖縄の海では、ダイビング、サーフィン等の

マリンレジャーが盛んです。その一方でダイビング、サーフィンの愛好者が珊

瑚礁海域の急潮流により沖合に流される事故がたびたび発生しています。 

 このため、当管区ではこのような急潮流観測を実施し、その実態を解明する

とともに、得られた情報をインターネット等で提供し、マリンレジャーの事故

防止に役立てたいと考えています。 

 

 

 
 



 

 

 

 このたび、 第十一管区海上保安本部では、２００２年８月９日の大潮時にコ

マカ島付近において急潮流観測を実施しました。今回の観測では、人に見立て

たダミー人形を漂流させるとともにリーフ内に流速計を設置し、急潮流の流向、

流速を計測しました。 

 

 

 
  

 

 



 

 

観測時間帯は、満潮から干潮に向かう急潮流が予測される時間帯で、この時間

帯では、通常はリーフ内から沖合への急潮流を予想していましたが、コマカ島

付近では当初の予想に反し、逆方向の沖合からリーフ内へ最大１．１ノット、

平均０．８ノットの潮流が発生していることがわかりました。 

 

 

 

今回の観測結果はリーフ内における急潮流の発生機構が単純ではなく、地形

要素や海流等の影響を受けて、かなり複雑な仕組みがあることを示唆するもの

と考えられます。     

 

 


